
 

                          事業所名 デイサービス笑笑音 品野 

 

             運 営 推 進 会 議 報 告 書 

 

開催日時  令和 8 年 3 月 25 日（水）  10：00～10：30   

参加者 議   題 

利用者        １名 

学職経験者      １名 

市職員        １名 

地域包括支援サンター 1 名 

民生委員              1 名 

事業所        1 名 

・デイサービス事業報告 

・非常時災害や緊急時の対策 

・職場体験受け入れについて 

・症例紹介 

・ヒヤリハット報告 

 

会議録    

 

１． 運営状況報告  

登録者数：令和 8 年 3 月時点の利用者数・介護度別 

利用者合計：120 名 

介護度：介護１（31 名）、介護 2（14 名）、介護 3（1 名）、介護 4（1 名）、介護 5（0 名） 

    支援 1（21 名）、支援 2（28 名）、事業対象者（23 名） 

  従業員数：管理者 1 名、生活相談員 3 名、看護師 2 名、理学療法士 2 名、介護士 5 名、ドライバー1 名 

  ※理学療法士が常駐しており、身体機能のみならず日常生活における様々な問題に対してリハビリを行ってお

ります。 

 

２． 非常時災害や緊急時の対策について 

年に 2 回、避難訓練を行っており、昨年 10 月には火災を想定した避難訓練を実施しました。次回は 4 月に地

震を想定した避難訓練を実施予定。 

 

３． 職場体験受け入れについて 

 昨年に引き続き、今年も 12 月に品野中学校 2 年生の職場体験の受け入れを行い、介護・理学療法士・ケアマ

ネ業務について学んでいただきました。 

ご利用者様が若い世代の方と交流を持って頂く事はもちろん、中学生の方にも利用者様と交流を持って頂き、

介護の仕事を学んでいただけたらと思います。 

 

 

 

 

 



 

４． 症例紹介 

1 症例について利用者様の状況をお話させて頂きました。 

 

 

５．ヒヤリハット報告 

起きた後の事故へつながらないための防止策
 

（デイサービスフロア内） 

 帰宅準備前の声掛けを行い、玄関に移動される際に利

用者様が隣の席の他利用者様が立ち上がった際に急に後

ろに椅子を引き介助しようとされる。 

対応策 

 椅子を引くことにより、立ち上がった利用者様が好悪

法に椅子が無いことに気づかずふらつき座ろうとされた

ことで後方に転倒することが考えられる。見守りを行っ

ていたことですぐに駆け寄る事が出来たためふらついた

際にも介助が出来る状態ではあった。今後も見守りを継

続していく。 

(送迎車からの降車時） 

 送迎車からデイ内に入ろうとされた際に玄関扉の横で

左側へふらつかれる。自身で玄関扉を支えにすることで

転倒に至らなかった。 

対応策 

 降車語などは動作が不安定になることが多いため、す

ぐに介助出来る位置での見守りを行う。 

（デイサービスフロア内） 

 送迎到着後、昨夜服薬忘れとの事で内服薬(降圧剤)を

持参され自身で内服される。服薬後にスタッフが気づ

き、内服薬の袋を確認すると朝食後の内服薬だった為 2

重で内服している可能性もあったためご主人様に電話を

して確認をする。ご主人様からは自身で管理を行ってい

るため、朝・夕の服用はバラバラとの事。 

対応策 

2 重服用に伴う体調不良や血圧の低下によるふらつ

き、転倒リスクがある。 

薬を持参された場合はまずは個人ファイルを見て薬情

報の確認を行う。不明の場合はご家族等に確認を行い服

用してもいいと判断した場合のみ服用して頂く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

ご意見・ご質問 

（瀬戸市役所 健康福祉部 高齢者福祉課） 

・避難訓練はどのような形で取り組まれていますか？ 

→火災・地震と 1 年に 1 回行えるようにし、火災の際に火災の発生場所を変更し避難場所などを変更することを

工夫し行っています。 

  

（民生委員） 

・避難訓練実施時は近くの消防署などに依頼したことはありますか？ 

→今まで避難訓練時に協力をお願いしたことはありませんが、心臓マッサージや AED 使用訓練の際には協力を

していただきました。 

 

（地域包括支援センターしなの） 

・担当している利用者様から好評がとてもいいです。今後も引き続きよろしくお願いいたします。 

→ことらこそいつもありがとうございます。今後ともよろしくお願いいたします。 

 

（理学療法士・学識経験者） 

・運動も必要だが、転倒予防を行うことが大事だと考える。まずは自宅内の転倒歴のある場所や転倒の可能性のある場所を自身

で把握する必要がある。用紙を使用し転倒箇所を把握することで、さらに運動時に必要なことが分かりやすくなってくる。 

 

（利用者様） 

   ・利用開始し、1 年が経過。自身でも感じるほど身体の動きが良くなってきた。週に 1 回デイサービスで運動す

ることはもちろんだが、仲良くなってきた利用者様とお話をする事がとても楽しみになっているので、今後も継

続しデイサービスを利用していきたい。 

 

     

 

                                    ご協力ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 


